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氏 54 條，孫愐 50 條，麻杲 45 條，薛峋 31 條，孫伷 31 條，曹憲 27 條，武玄
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課題號：15K02580）以及 2016 年度南山大學パッヘ研究獎勵金 I-A-2 成果之一。
梁　暁虹
56
A Study of  the Corpus Value of  Shinzui’s Jōdo sanbukyō ongi : 
Using Japanese Sources for Exemplification
要　　約
本文は鎌倉時代前期の浄土宗の僧信瑞（?―1279）所撰『淨土三部経音義』
の言語資料の価値について検討したものである。信瑞の音義の特色は、内外
の文献や典籍を広徴しそれらから資料を博引していることである。仏教に関
係する内典では、先人の音義書、唐人の梵語学習書を主にし、仏教と関係な
い経典の外典では文字、音韻、訓詁といった小学類の著作に集中している。
従って、その言語資料は高いと言えよう。日本人の僧が撰述した音義書は、
中国の文献や典籍を大量に徵引している外に、古代新羅や日本の学者の著書
も含むが、それらの大部分は既に散逸してしまい個別に目睹することができ
ない。本文は主に古代の日本人学者が所撰した『梵語勘文』及び『東宮切韻』
を例にとり、信瑞所撰の『淨土三部経音義』は重要な価値が具備しているこ
とを指摘し、学界重視に価すべきものとする。
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